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改定：2021 年 3 月 29 日 

大分県水上スキー連盟 

競技会における安全対策について 

 

 

大分県水上スキー連盟にて実施する各競技会は、以下の安全対策事項をキャプテンミーテ

ィング時にジャッジ ドライバー 選手へ都度、周知することとする。 

 

曳航艇/救助艇ドライバーの安全確認 

① 曳航艇ドライバーは競技コースに侵入する前にボートコースのみならず、スキーヤー

の進路に他船の侵入がないことを確認し、競技コースへ侵入する。 

 

② 曳航艇ドライバーは競技終了し選手を曳航していない場合、救助艇が選手を救助して

いる可能性を考慮し、選手、救助艇の位置確認を行うこと。 

 

③ 救助艇ドライバーは競技水域外にて待機し、常に曳航艇と選手を監視する。 

 

④ 救助艇が競技水域へ侵入することができるのは、選手の救助目的とする。 

(ア) 選手が負傷したと救助艇ドライバーもしくはジャッジが判断し救助する場合 

(イ) 選手の競技が終了し、選手が水中で待機している場合 

 

⑤ 救助艇が救助した選手を送迎する場合は、曳航艇と連絡が確実に取れている場合で、曳

航艇が停止しているもしくは、曳航艇が競技コースより離れていく場合を基本とする。

（可能な範囲で速やかにコースより離脱する。） 

 

スキーヤーとジャッジの意志疎通 

⑥ 採点が決定し、選手に次のパスの資格がない場合、曳航艇のボートジャッジは選手へそ

の旨を手合図などで知らせること。また、次のパスの資格がないことを明確にするた

め、曳航艇はコースブイ外を走行する。 

 

⑦ 選手は、次のパスの資格がない場合で、曳航されている場合、曳航艇の真後ろで待機す

る。（練習禁止） 

 

コロナ感染対策（2020 年度～） 

⑧ 「(別紙１)コロナウイルス感染防止策」による対策を実施する。 

以上 



 

大分県水上スキー連盟 

安全管理体制表 

 

万が一、事故発生時は人命救助を実施するとともに、関係各所への連絡を速やかに実

施する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 チーフジャッジが対応できないとき 

 

 

 

救急告示病院： 川嶌整形外科病院 中津市宮夫 11-1   TEL：0979-24-0464 

  中津脳神経外科病院 中津市大字福島 1055 番地  TEL：0979-32-2555 

警察：  中津警察署   中津市中央町１丁目 2 番 10 号 TEL：0979-22-2131 

柿坂警察官駐在所  中津市耶馬渓町大字柿坂 686-3  TEL：0979-54-2015

チーフジャッジ： 

中村 大悟 

TEL＊＊＊－＊＊＊＊－＊＊＊＊ 

会長 佐藤 政秀 

TEL＊＊＊－＊＊＊＊－＊＊＊

中津市 耶馬溪支所  

耶馬溪地域振興課 

TEL 0979-54-3111 

セーフティーディレクター： 

 住田 敏之 

TEL＊＊＊－＊＊＊＊－＊＊＊＊ 



（別紙１） 初版：2020 年 7 月 7 日 

改定：2021 年 3 月 25 日 

コロナウイルス感染防止策 

本大会における「コロナウイルス感染防止策」を以下に示します。選手、スタッフ、来場ご家族に適用しま

す。なお、本防止策の順守は参加資格に含まれ、順守できない方は退場いただくこととなります。 

（記録会の場合、本書における「大会」は「記録会」に読み替えてください） 

 

【参加申し込み時】 

以下の場合、申込をご遠慮ください。 

☐発熱（37.5℃以上）・咳・咽頭痛などのコロナ症状がある場合 

☐参加申し込み期間中に身近な方で、感染が疑われる方がいる場合。 

☐過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は当該

在住者との濃厚接触がある場合 

□他県への移動自粛要請があった都道県在住の方。 

 

【大会当日までの対応】 

大会当日まで、以下の対応をお願いします。（2 週間：10/3～10/16） 

☐毎日の検温、体調、行動など記録（別紙２） 

☐新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触の有無の記録（別紙２） 

※厚生労働省の接触通知アプリ「COCOA」を大会開催前 2 週間前までにダウンロードし、活用する。 

☐マスクの準備 

□他県への移動自粛要請があった都道県在住の方は、その指示に従い、本大会参加の参加も自粛いただきま

すよう、お願いします。その場合のエントリー費は全額返金いたします。 

 

【大会当日】 

☐検温、体調の申告（受付時）実施。 

□受付は飛散防止のため、アクリルまたはビニールなどで仕切り対応する（運営側準備） 

□マスクの着用（競技以外は着用すること） 

☐事前行動記録（別紙２）を提出すること。 

☐ハンカチ、タオルなどは各自で準備し、定期的な石鹸による手洗いの励行。 

□大声での応援、指示、会話はしない。 

□ソーシャルディスタンス 

・参加者はできるだけ 2ｍ(最低 1ｍ)を目安に距離を保つこと 

・スターティングドックの選手待機は 5 名を上限とし、出走待ち選手、担当スタッフ以外は立ち入らない。 

・救助艇待機選手は 3 名を上限とする。 

□無観客大会を基本※とします。親族の観戦は認めますが※、大会当日の「コロナウイルス感染防止策【大会

当日までの対応】【大会当日】」（本書）の順守をお願いします。 

※開催時期の状況により判断する 

 

【大会終了後】 

□イベント終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者に対して速やかにその

事を報告し、濃厚接触者の有無等についても報告すること。 

以上 



（別紙２） 

大会までの行動他記録（選手、スタッフ、観戦する家族用） 

 

氏名：                □ 厚生労働省の接触通知アプリ「COCOA」インストール済み 

 体温

（℃） 

体調 行動記録（概略） 新型コロナ感染者と

の濃厚接触の有無 

備考 

例 36.2 風

邪：

鼻水 

・会社：昼食うどん屋「○○うど

ん」 

・内科受診 

・夜、客先と会食（居酒屋 A） 

ナシ  

/      

/      

/      

/      

/      

/      

/      

/      

/      

/      

/      

/      

/      

/      

 

※大会当日、受付にて提出願います。 

 


